
 ６５

 

     第五章  元“川港町” 布 佐 

 

赤松宗旦画に見る利根川網代 と 商家屋敷景観 、高瀬船          

    利根川網代の図＊１ 

 

                               呉服屋松島重右衛門屋敷銅版画  明治 27 年（1894） ＊２  

        

網代付近を上る高瀬船 （空、輪郭は修正） ＊３  



 ６６

   案 内 図  

（１）  “川港町”布佐（布佐駅東口～宮の森公園）  ； ２．５ｋｍ 

（２）   布 佐 台  （ 宮の森公園～新木駅  ） ； ４．５ｋｍ 

        

 

歴史景観スケッチ ６題 

         

布佐八景で刀寧帰帆と詠われた網代跡                         



 ６７

  

栄橋                            榎本邸 ；   第１０回景観特別賞 

  利根川風景 

        大澤岳太郎別荘闡玄

せんげん

荘（東屋）跡からの 「竹岱秋月」と詠われた布佐八景の地、 

 

   

             篠の越路                   登録有形文化財（答申）の江戸風屋敷 井上邸 
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第

一

節

 
 

歴

史

景

観

 

 

 

利

根

川

は

、

文

禄

三

年

（

1
5
9
4

）

の

東

遷

工

事

開

始

六

十

年

後

に

、

承

応

三

年

（

1
6
5
4

）

の

赤

堀

川

通

水

で

誕

生

し

ま

し

た

。

そ

し

て

“

我

孫

子

半

島

”

の

東

端

に

あ

る

布

佐

は

、

享

保

年

間

（

1
7
2
0

年

代

）

幕

府

の

民

営

化

政

策

に

賛

同

し

た

江

戸

商

人

井

上

徳

栄

が

相

島

新

田

を

切

開

い

た

フ

ロ

ン

テ

イ

ア

の

地

で

す

。

後

に

は

江

戸

へ

の

輸

送

ル

ー

ト

と

な

り

、

川

港

町

（

河

岸

か

し

）

と

し

て

栄

え

、

鮮

魚

な

ま

街

道

の

出

発

地

点

で

も

あ

り

ま

し

た

。

 

そ

の

頃

の

利

根

川

下

流

域

の

風

景

を

拾

っ

て

み

ま

し

ょ

う

。

 

芭

蕉

は

貞

享

四

年

（

1
6
8
6

）

、

鹿

島

の

月

旅

「

鹿

島

紀

行

」

の

な

か

に

途

中

立

寄

っ

た

布

佐

網

代

場

を

書

い

て

以

来

、

布

佐

は

江

戸

中

に

知

れ

渡

り

ま

し

た

。

世

が

落

着

い

た

元

禄

（

1
6
8
8

）

に

入

る

と

、

「

木

下

茶

船

」

が

江

戸

の

遊

客

の

間

で

人

気

に

な

り

、

遊

覧

と

香

取

、

鹿

島

、

息

栖

の

三

社

参

詣

が

盛

ん

に

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

 

一

茶

は

文

化

七

年

（

1
8
1
0

）

、

高

野

山

の

最

勝

院

に

立

寄

っ

た

後

、

布

佐

、

布

川

に

来

て

い

ま

す

。

国

学

者

高

田

与

清

も

文

政

三

年

（

1
8
2
0

）

に

、

取

手

か

ら

小

堀

を

訪

れ

て

弟

子

達

に

講

義

し

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

な

利

根

川

の

船

旅

を

楽

し

む

多

く

の

文

人

の

往

来

は

弟

子

達

を

育

て

、

流

域

文

化

は

生

ま

れ

ま

し

た

。

 

水

運

が

盛

ん

に

な

っ

た

享

和

（

1
8
0
0

）

期

に

残

る

船

の

出

入

り

記

録

か

ら

考

え

る

と

、

高

瀬

船

な

ど

大

小

様

々

な

船

は

上

潮

に

乗

っ

て

川

を

上

り

、

布

佐

に

来

ま

し

た

。

し

か

し

、

河

岸

で

の

受

渡

し

法

は

定

ま

ら

ず

、

荷

の

受

渡

ト

ラ

ブ

ル

は

よ

く

あ

っ

た

よ

う

で

す

。

い

ま

も

「

鮮

魚

街

道

」

基

点

に

残

る

駄

馬

供

養

の

馬

頭

観

音

石

塔

は

、

元

文

三

年

（

1
7
3
8

）

の

も

の

で

す

。

観

音

堂

が

立

て

ら

れ

る

六

十

三

年

前

で

す

か

ら

、

元

文

の

頃

か

ら

「

鮮

魚

街

道

」

は

あ

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

 

利

根

川

は

大

型

高

瀬

船

の

航

路

と

し

て

、

徳

川

中

期

に

は

人

口

百

万

の

江

戸

に

全

国

諸

藩

の

特

産

物

を

運

び

〝

川

の

道

〟

と

し

て

賑

わ

い

ま

し

た

。

水

戸

徳

川

家

三

十

五

万

石

の

高

瀬

船

は

、

紺

地

に

「

丸

に

白

抜

き

の

水

の

字

」

の

藩

旗

を

船

尾

に

な

び

か

せ

ま

し

た

。

仙

台

藩

、

会

津

藩

、

紀

州

藩

な

ど

五

十

四

藩

の

高

瀬

船

、

江

戸

商

人

ら

の

船

も

往

来

し

ま

し

た

。

 

江

戸

に

向

か

う

高

瀬

船

は

、

最

盛

期

に

は

百

数

十

隻

が

行

き

来

し

ま

し

た

。

 

船

は

大

型

化

し

、

布

佐

の

船

大

工

は

、

代

々

こ

の

高

瀬

船

を

建

造

し

、

嘉

永

五

年

（

1
8
5
2

）

に

は

清

五

郎

が

米

五

百

俵

積

高

瀬

船

を

建

造

し

た

と

あ

り

ま

す

。

明

治

四

年

（

１

８

７

１

）

に

は

川

蒸

気

飛

脚

船

が

走

り

ま

し

た

（

付

図

・

５ 

写

真

・

絵

参

照

）

。

 

布

佐

〝

川

港

町

〟

の

最

盛

期

は

な

ん

と

言

っ

て

も

明

治

・

大

正

の

時

代

で

す

。

明

治

十

九

年

の

布

佐

の

人

口

は

２

，

６

４

８

人

で

す

。

醤

油

の

町

野

田

は

２

，

７

８

４

人

で

し

た

か

ら

、

当

時

の

布

佐

は

交

通

要

衝

、

豊

か

な

経

済

都

市

の

一

つ

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

 

明

治

八

年

に

は

、

当

時

わ

が

国

最

大

手

の

通

運

会

社

、

内

国

通

運

会

社

が

誕

生

し

、

蒸

気

船

「

通

運

丸

」

が

銚

子

ま

で

運

行

し

ま

し

た

。

明

治

四

十

三

年

の

通

運

丸

の

航

路

時

間

表

は

、

東

京

か

ら

明

治

二

十

三

年

建

設

の

利

根

運

河

を

通

り

、

布

佐

、

木

下

に

停

泊

し

た

後

、

銚

子

に

着

き

ま

し

た

。

そ

の

時

間

表

は

、

東

京

発

午

後

六

時

、

布

佐

発

翌

日

午

前

四

時

四

十

一

分

、

銚

子

着

十

二

時

二

十

分

で

し

た

。

 

布

佐

は

水

上

交

通

の

要

衝

と

し

て

栄

え

、

多

く

の

豪

商

が

集

っ

て

蔵

屋

敷

が

軒

を

連

ね

ま

し

た

。

松

島

重

右

衛

門

呉

服

屋

の

豪

勢

な

屋

敷

は

日

本

博

覧

図

に

載

り

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の
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商

人

屋

敷

の

面

影

は

、

今

も

僅

か

に

残

っ

て

い

ま

す

。

 

当

時

の

布

佐

で

は

、

布

佐

八

景

が

漢

詩

で

詠

わ

れ

、

庶

民

の

文

化

が

栄

え

ま

し

た

。

明

治

六

年

一

月

布

佐

小

学

校

開

校

と

同

時

に

初

代

校

長

と

な

っ

た

松

倉

潜

蔵

が

瀟

湘

八

景

、

近

江

八

景

に

擬

え

て

作

っ

た

と

い

う

布

佐

八

景

は

「

愛

宕

暮

雪

」

、

「

刀

寧

帰

帆

」

、

「

竹

岱

秋

月

」

、

「

竜

崖

夕

照

」

、

「

西

山

暁

鐘

」

、

「

鵞

湖

落

雁

」

、

「

千

崎

孤

松

」

、

「

圮

橋

夜

雨

」

の

八

景

勝

を

選

ん

で

い

ま

す

。

松

倉

は

佐

倉

藩

士

で

本

名

は

松

倉

厚

載

、

漢

字

に

長

じ

在

職

中

そ

の

傍

ら

塾

を

開

き

、

門

弟

が

多

数

集

っ

た

と

伝

え

ら

れ

る

。

 

千

葉

県

医

師

会

長

を

務

め

た

松

岡

 

鼎

 

、

中

央

気

象

台

長

・

サ

イ

モ

ン

ズ

賞

の

岡

田

武

松

、

そ

し

て

日

本

各

地

で

近

代

土

木

に

、

ま

た

地

域

の

農

業

開

発

に

貢

献

し

た

井

上

二

郎

な

ど

、

当

時

わ

が

国

の

指

導

的

立

場

の

人

た

ち

が

布

佐

に

育

ち

、

柳

田

國

男

、

島

崎

藤

村

、

山

田

花

袋

、

国

木

田

独

歩

等

も

布

佐

を

訪

ね

紀

行

文

を

書

い

て

い

ま

す

。
 

 

第

二

節

 
 

名

所

解

説

 

 

（

１

）

 

元

〝

川

港

町

〟

布

佐 

①

 

鮮

魚

（

な

ま

）

街

道

 

 

当

時

魚

は

腸

は

ら

わ

た

を

抜

く

も

の

、

生

き

締

め

の

も

の

と

鮮

魚

な

ま

う

お

に

分

け

て

籠

や

箱

詰

め

に

し

て

運

送

し

ま

し

た

。

銚

子

か

ら

鮮

魚




を

運

ん

だ

船

を

鱻

船

な

ま

ぶ

ね

＊

１

と

呼

び

ま

し

た

。

 

十

八

世

紀

末

、

鹿

島

灘

、

九

十

九

里

、

霞

ヶ

浦

の

魚

を

積

ん

だ

鱻

船

は

、

屈

強

な

若

い

船

頭

三

人

で

、

銚

子

を

上

潮

時

の

夕

刻

に

出

て

布

佐

網

代

場

に

力

漕

さ

れ

ま

し

た

。

翌

朝

荷

揚

げ

さ

れ

た

鮮

魚

は

一

日

四

千

籠

に

及

び

、

其

れ

を

松

戸

河

岸

ま

で

の

３

０

ｋ

ｍ

を

百

五

十

頭

の

馬

で

輸

送

し

ま

し

た

。

そ

の

道

筋

は

、

白

井

町

平

塚

、

藤

が

谷

、

松

戸

市

金

ケ

作

陣

屋

を

経

て

松

戸

河

岸

で

す

。

鮮

魚

は

、

銚

子

を

出

て

足

掛

け

三

日

目

の

日

本

橋

の

朝

市

に

届

き

ま

し

た

。

 

豊

水

期

は

、

生

簀

の

付

い

た

鱻

船

で

関

宿

を

経

て

運

ば

れ

ま

し

た

。

 
 

 

②

 

布

佐

馬

頭

観

音

堂

 
 

利

根

川

沿

い

に

堤

防

が

出

来

て

船

が

、

手

賀

沼

の

川

口

を

通

過

す

る

こ

と

が

出

来

な

く

な

り

、

お

堂

脇

が

出

発

点

と

な

っ

て

、

松

戸

ま

で

の

七

里

の

陸

路

、

鮮

魚

街

道

を

馬

で

運

ぶ

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

観

音

堂

は

、

十

七

世

紀

末

の

元

禄

年

間

に

、

魚

問

屋

と

馬

主

が

馬

の

慰

霊

に

建

て

た

も

の

で

す

。

 

 

③

 
 

網

代

場

跡

（

第

五

章

表

紙

、

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 

こ

こ

は

布

佐

台

・

布

川

間

を

掘

り

下

げ

て

通

水

し

た

急

流

箇

所

の

下

流

に

当

た

り

、

海

か

ら

昇

る

魚

が

一

旦

留

ま

る

と

こ

ろ

で

す

。

そ

の

た

め

、

網

、

投

げ

網

の

漁

場

と

な

り

ま

し

た

。

 

天

保

二

年

（

1
8
3
1

）

に

は

仕

掛

け

ら

れ

た

“

網

代

”

で

川

が

滞

流

し

、

村

々

が

水

害

を

受

け

、

幕

府

が

網

代

を

禁

止

し

た

程

と

い

わ

れ

ま

す

。

今

は

、

「

魚

河

岸

」

と

刻

ま

れ

た

石

碑

が

往

時

を

偲

ば

せ

て

く

れ

ま

す

。

後

に

は

高

瀬

船

や

蒸

気

船

が

接

岸

し

賑

わ

い

ま

し

た

。

 

高

瀬

舟

は

積

荷

が

波

し

ぶ

き

で

濡

れ

な

い

よ

う

に

背

を

高

く

し

た

舟

で

す

。

日

本

の

川

は

浅

く

、

狭

く

て

急

流

な

た

め

、

渇

水

期

に

は

荷

を

満

載

し

て

浅

瀬

に

立

ち

往

生

す

る

こ

と

が

し

ば

し

ば

あ

り

ま

し

た

。

 

そ

こ

で

高

瀬

船

は

、

船

体

を

細

く

、

船

底

を

浅

く

扁

平

に

し

、

浅
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瀬

に

乗

り

上

げ

て

も

方

向

転

換

が

容

易

な

船

に

改

良

し

ま

し

た

。

 

 

こ

の

頃

の

情

景

を

柳

田

國

男

の

「

故

郷

七

十

年

」

に

は

次

の

様

に

書

か

れ

て

い

ま

す

。

 
 

『

ⅰ

 

布

川

時

代

 

私

が

布

川

や

布

佐

に

い

る

間

に

、

利

根

の

川

筋

は

ど

ん

ど

ん

変

っ

て

き

た

。

白

帆

を

か

け

た

川

船

が

減

っ

て

、

川

蒸

気

が

ず

ん

ず

ん

通

る

よ

う

に

な

っ

て

き

た

。

川

船

は

、

昔

は

米

運

び

を

し

て

関

宿

ま

で

上

が

っ

た

も

の

だ

っ

た

。

ず

い

ぶ

ん

え

ら

い

話

で

、

銚

子

か

ら

だ

と

二

十

五

里

は

あ

る

だ

ろ

う

。

関

宿

ま

で

上

が

っ

て

か

ら

、

今

度

は

江

戸

川

へ

入

っ

て

そ

れ

を

下

り

、

市

川

の

近

く

ま

で

来

て

そ

れ

で

横

堀

に

入

り

、

隅

田

川

に

つ

な

が

る

と

い

う

わ

け

だ

っ

た

。

 

 

と

こ

ろ

が

川

蒸

気

が

出

来

た

の

で

上

へ

行

っ

て

か

ら

下

へ

戻

っ

て

来

る

の

が

馬

鹿

げ

て

い

る

も

の

だ

か

ら

、

利

根

川

と

江

戸

川

と

の

近

よ

っ

た

三

角

の

狭

い

所

に

切

り

通

し

を

作

っ

て

、

往

復

で

き

る

よ

う

に

し

た

の

が

、

十

分

に

利

用

で

き

る

ま

で

に

な

ら

な

か

っ

た

。

私

は

そ

の

コ

ー

ス

を

通

っ

て

東

京

に

出

て

来

た

の

で

あ

る

。

利

根

川

も

江

戸

川

も

、

両

方

と

も

外

輪

船

が

そ

の

運

河

の

近

く

ま

で

来

て

停

ま

っ

て

し

ま

う

。

お

客

は

土

手

の

上

を

一

里

あ

ま

り

歩

い

て

連

絡

し

、

向

こ

う

側

に

待

っ

て

い

る

川

蒸

気

に

の

る

と

い

う

わ

け

で

あ

っ

た

。

そ

う

こ

う

し

て

い

る

う

ち

に

汽

車

が

出

来

て

問

題

は

な

く

な

っ

た

が

、

こ

の

利

根

川

の

川

蒸

気

い

う

の

は

お

か

し

な

も

で

あ

っ

た

。

・

・

・

・

・

 

 
 

 

ⅱ

 

私

の

学

問

 
 

利

根

川

の

白

帆

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・

・

・

・

・

・

中

略

・

・

・

・

・

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

布

川

に

行

っ

て

二

，

三

日

目

に

、

私

は

、

そ

の

低

い

松

林

の

上

を

だ

し

ぬ

け

に

、

白

帆

が

す

う

っ

と

通

る

の

を

発

見

し

た

。

初

め

は

誰

か

が

帆

の

よ

う

な

も

の

を

か

つ

い

で

松

林

の

向

う

を

歩

い

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

思

っ

た

。

何

し

ろ

船

も

見

え

ず

、

そ

こ

に

川

が

流

れ

て

い

る

こ

と

も

知

ら

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

水

害

の

多

い

と

こ

ろ

だ

か

ら

出

来

た

の

だ

ろ

う

が

、

そ

の

川

の

屈

曲

し

て

い

る

と

こ

ろ

に

、

約

一

里

ほ

ど

長

い

中

の

島

が

か

な

り

急

流

に

洗

わ

れ

な

が

ら

横

た

わ

っ

て

い

た

。

布

鎌

と

い

っ

て

、

初

め

は

む

ろ

ん

砂

っ

原

だ

っ

た

の

だ

ろ

う

が

、

地

味

が

豊

か

な

の

で

、

誰

か

が

行

っ

て

畑

作

開

墾

を

や

り

、

そ

し

て

松

を

植

え

た

ら

し

い

。

そ

こ

へ

屋

敷

が

出

来

、

部

落

が

で

き

た

。

茨

城

県

側

か

ら

見

る

と

、

手

前

に

あ

る

松

林

と

向

う

の

中

州

の

松

林

と

が

一

つ

の

地

続

き

に

な

っ

た

よ

う

に

見

え

て

い

た

。

こ

の

陸

地

続

き

に

見

え

て

い

る

間

を

白

帆

が

い

く

つ

も

通

っ

て

行

く

の

を

見

た

の

だ

か

ら

、

私

が

、

は

じ

め

吃

驚

し

た

の

も

無

理

は

な

い

。

利

根

の

川

口

か

ら

十

七

、

八

里

も

遡

っ

た

所

の

松

原

の

上

を

、

そ

ん

な

ふ

う

に

し

て

白

帆

が

三

分

の

二

ぐ

ら

い

姿

を

あ

ら

わ

し

な

が

ら

上

下

し

て

い

る

。

 

こ

れ

ほ

ど

変

わ

っ

た

景

色

を

私

は

大

き

く

な

っ

て

か

ら

も

知

ら

な

い

。

・

・

・

・

・

・

・

』

 

 

④

 

岡

田

武

松

邸

跡

 
 

岡

田

邸

は

、

地

元

の

人

が

博

士

の

家

と

呼

ん

で

い

ま

し

た

。

樹

木

に

囲

ま

れ

た

住

居

た

た

ず

ま

い

は

、

母

屋

左

側

に

書

庫

洋

館

が

あ

り

ま

し

た

。

明

治

三

十

二

年

東

京

帝

大

物

理

学

科

卒

業

、

中

央

気

象

台

の

予

報

課

長

時

代

に

日

露

戦

争

が

あ

っ

て

、

日

本

海

海

戦

時

の

海

域

気

象

を

『

天

気

晴

朗

な

る

も

波

高

か

る

べ

し

』

と

予

報

し

ま

し

た

。

東

郷

連

合

艦

隊

司

令

長

官

は

そ

の

予
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報

文

を

其

の

ま

ま

引

用

し

て

有

名

で

す

。

そ

の

後

、

中

央

気

象

台

長

、

東

大

教

授

兼

任

、

大

正

十

三

年

イ

ギ

リ

ス

気

象

学

会

か

ら

サ

イ

モ

ン

ズ

賞

を

受

賞

。

志

賀

直

哉

、

谷

崎

潤

一

郎

、

鈴

木

大

拙

等

と

共

に

、

昭

和

二

十

四

年

文

化

勲

章

を

受

章

し

て

い

ま

す

。

昭

和

三

十

一

年

布

佐

の

自

宅

で

八

十

二

歳

の

生

涯

を

閉

じ

ま

し

た

。

跡

地

は

、

平

成

二

十

年

十

一

月

に

近

隣

セ

ン

タ

ー

が

完

成

の

予

定

で

す

。
 

 

⑤

 

松

岡

邸

 

明

治

二

十

年

医

師

で

後

に

布

佐

町

長

、

千

葉

県

医

師

会

長

を

務

め

た

松

岡

ま

つ

お

か

鼎

か

な

め

の

家

は

、

弟

の

柳

田

國

男

が

青

年

の

頃

寄

宿

し

ま

し

た

。

 

柳

田

は

こ

の

地

で

岡

田

武

松

と

交

友

し

、

文

学

の

田

山

花

袋

、

国

木

田

独

歩

、

島

崎

藤

村

等

と

も

論

じ

、

交

わ

り

ま

し

た

。

 

こ

の

よ

う

に

松

岡

は

幅

広

い

人

脈

を

持

つ

篤

志

家

で

、

医

学

会

の

関

連

も

あ

っ

た

の

か

東

京

帝

大

の

大

澤

教

授

と

も

親

交

が

あ

っ

た

よ

う

で

、

大

澤

が

布

佐

に

住

む

様

に

な

っ

て

か

ら

は

良

き

相

談

相

手

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

 

布

佐

文

庫

は

、

明

治

四

十

一

年

に

松

岡

が

提

唱

し

設

立

し

た

も

の

で

、

蔵

書

は

千

冊

に

及

び

ま

し

た

。

当

初

は

勝

蔵

院

に

置

か

れ

た

が

現

在

は

布

佐

図

書

館

に

移

さ

れ

て

い

ま

す

。

病

院

は

、

最

近

ま

で

凌

雲

堂

医

院

と

し

て

継

が

れ

て

い

ま

し

た

。

 
 

 

 

＊

 

柳

田

國

男

（

1
8
7
5

～

1
9
6
2

）

 

松

岡

ま

つ

お

か

鼎

か

な

め

の

実

弟

、

明

治

八

年

兵

庫

県

生

ま

れ

、

明

治

三

十

三

年

東

京

帝

大

法

政

治

科

卒

、

翌

年

信

州

飯

田

藩

出

身

柳

田

直

平

の

養

嗣

子

と

な

る

。

 

 

⑥

 

松

嶋

重

右

衛

門

呉

服

屋

屋

敷

（

第

五

章

表

紙

参

照

＊

２

）

 

松

嶋

重

右

衛

門

呉

服

屋

は

、

現

在

の

大

塚

石

屋

さ

ん

の

西

隣

に

あ

り

ま

し

た

が

、

昭

和

三

十

年

頃

、

新

堤

防

構

築

の

た

め

、

今

も

残

る

堤

防

沿

い

の

道

に

面

す

る

屋

敷

は

壊

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

屋

敷

は

、

布

佐

の

最

盛

期

の

代

表

と

し

て

明

治

二

十

七

年

（

1
8
9
4

）

 

日

本

博

覧

図

に

銅

版

画

で

描

か

れ

、

そ

の

背

景

描

写

は

、

富

士

、

筑

波

山

、

利

根

川

、

手

賀

沼

、

和

田

城

跡

、

布

佐

台

と

水

田

の

中

の

松

等

、

布

佐

の

全

て

の

景

観

要

素

を

取

入

れ

て

い

ま

す

。

 

大

塚

石

屋

さ

ん

の

東

隣

に

は

、

榎

本

武

一

邸

が

あ

り

、

当

時

の

佇

ま

い

を

今

に

残

す

歴

史

的

文

化

的

価

値

の

あ

る

民

家

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

庭

園

の

大

き

な

池

は

当

時

防

火

用

水

を

兼

ね

た

も

の

で

大

切

に

さ

れ

て

い

た

と

言

わ

れ

ま

す

。

 

 

当

時

の

商

家

土

蔵

造

り

の

家

並

み

は

、

馬

頭

観

音

が

あ

る

交

差

点

か

ら

東

に

味

噌

醸

造

の"

や

ま

つ

ね"

付

近

ま

で

の

２

０

０

㍍

間

に

辛

う

じ

て

残

っ

て

い

ま

す

。

 

 

⑦

 

榮

橋

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 
 

江

戸

時

代

関

東

郡

代

伊

奈

半

十

郎

忠

治

が

布

佐

・

布

川

間

を

開

削

し

て

導

水

し

た

利

根

川

に

懸

か

る

橋

で

す

。

こ

の

橋

は

地

元

長

年

の

請

願

で

、

布

佐

・

布

川

両

町

が

十

九

万

円

を

借

り

て

現

在

地

点

か

ら

約

１

０

０

㍍

下

流

に

架

け

、

昭

和

五

年

三

月

に

開

通

し

、

同

十

九

年

、

県

に

移

管

後

、

同

四

十

六

年

現

在

位

置

に

架

け

替

え

ら

れ

ま

し

た

。

 

 

⑧

 
 

愛

宕

神

社

 
 

 

 
 

布

佐

八

景

の

一

つ

「

愛

宕

暮

雪

」

と

詠

わ

れ

た

地

で

す

。

 

布

佐

台

地

の

東

端

、

坂

南

側

に

位

置

し

ま

す

。
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『

愛

宕

暮

雪

 
 

 

老

松

は

亭

々

と

し

、

凍

雲

低

く

垂

れ

る

夕

べ

、

微

か

な

風

が

時

刻

の

鐘

を

響

か

せ

遠

く

に

消

し

、

三

々

五

々

の

寒

烏

が

驚

き

雪

を

蹴

散

ら

し

飛

び

去

っ

て

行

く

』

｡
 

 

し

か

し

周

辺

の

宅

地

化

で

、

現

在

の

愛

宕

神

社

か

ら

そ

の

様

な

眺

望

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

愛

宕

信

仰

は

京

都

市

愛

宕

山

の

愛

宕

権

現

、

祭

神

は

火

の

神

、

早

く

か

ら

神

仏

合

祀

を

行

い

、

神

社

を

奥

院

と

し

、

朝

日

山

白

雲

寺

を

建

て

、

勝

軍

地

蔵

、

泰

澄

大

師

、

不

動

明

王

、

毘

沙

門

天

を

奉

り

、

総

称

し

て

愛

宕

大

権

現

と

称

し

ま

す

。

い

ず

こ

の

愛

宕

さ

ん

も

、

お

お

む

ね

領

界

、

境

界

の

山

上

に

祭

ら

れ

、

展

望

の

地

に

あ

る

よ

う

で

す

。

 

 

⑨

 
 

勝

蔵

院

 
 

 

布

佐

八

景

の

一

つ

「

西

山

暁

鐘

」

の

地

。

 

西

山

は

西

光

山

、

天

台

宗

勝

蔵

院

の

山

号

で

す

。

か

っ

て

は

、

境

内

塚

の

上

の

鐘

撞

堂

か

ら

畑

越

し

に

手

賀

沼

が

見

え

ま

し

た

。

そ

ん

な

村

里

の

風

景

、

農

民

に

知

ら

せ

る

明

け

方

の

鐘

、

そ

し

て

手

賀

沼

を

感

じ

さ

せ

る

景

観

情

景

詩

で

す

。

そ

の

鐘

は

、

戦

時

中

軍

に

徴

用

さ

れ

て

無

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

そ

う

で

す

。

 
 
 

 

⑩

 

布

佐

城

址

（

伝

承

和

田

城

址

）

 
 

 

頼

朝

の

腹

心

、

和

田

義

盛

が

鎌

倉

を

追

わ

れ

、

そ

の

子

孫

が

た

て

こ

も

っ

た

と

い

う

伝

承

の

地

。

昔

の

地

形

は

成

田

線

建

設

時

と

そ

の

後

の

整

地

で

明

応

九

年

（

1
5
0
0

）

の

板

脾

の

あ

る

小

山

が

残

る

だ

け

と

な

り

ま

し

た

。

 

和

田

氏

の

伝

承

は

印

西

町

に

も

あ

り

「

和

田

義

盛

の

妻

巴

御

前

と

子

の

朝

比

奈

三

郎

と

そ

の

子

孫

が

住

ん

だ

」

と

あ

り

ま

す

。

 

城

址

は

、

周

辺

の

整

地

工

事

以

前

の

原

地

形

を

想

定

す

る

と

、

地

続

き

で

あ

っ

た

頃

の

布

佐

と

布

川

が

作

る

湾

曲

地

形

の

南

西

部

に

位

置

し

、

現

在

布

佐

の

街

並

に

な

っ

て

い

る

低

湿

地

帯

と

手

賀

沼

の

出

口

を

望

む

位

置

に

あ

り

ま

す

。

常

陸

側

の

小

弓

公

方

足

利

義

明

勢

と

は

永

年

水

運

を

め

ぐ

っ

て

対

立

し

、

延

徳

五

年

（

1
4
9
3

）

の

布

佐

合

戦

、

大

永

元

年

（

1
5
2
1

）

に

は

古

河

公

方

方

の

布

佐

豊

島

氏

等

と

小

弓

公

方

勢

と

の

戦

い

が

あ

り

、

元

亀

三

年

（

1
5
7
2

）

に

も

戦

い

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 

（

２

）

 

布

佐

台

 

⑪

 

竹

内

神

社

 
 

（

付

図

・

 

５

写

真

参

照

）

 

平

将

門

の

乱

が

平

定

さ

れ

た

天

慶

三

年

（

9
4
0

）

に

祀

ら

れ

た

布

佐

の

氏

神

。

祭

神

は

天

之

迦

具

土

命

。

合

祭

主

は

日

本

武

命

と

武

内

宿

祢

命

で

す

。

尚

、

将

門

の

乱

で

竜

崖

城

主

栗

巻

禅

定

は

戦

死

し

て

い

ま

す

。

 

河

岸

町

と

し

て

栄

え

た

土

地

柄

、

山

車

は

活

気

に

満

ち

、

踊

る

神

楽

は

艶

や

か

で

す

。

 

境

内

に

は

参

道

の

松

の

他

、

市

指

定

の

保

全

樹

木

で

あ

る

桜

、

ス

タ

ジ

イ

、

タ

ブ

、

ツ

バ

キ

、

ス

ギ

，

榎

な

ど

が

多

い

。

 

タ

ブ

の

木

は

海

に

近

い

と

こ

ろ

に

多

い

ク

ス

ノ

キ

科

の

常

緑

高

木

で

す

。

 

一

名

イ

ヌ

グ

ス

と

呼

ば

れ

る

が

、

我

孫

子

で

の

指

定

樹

木

数

は

少

な

い

。

 

 

⑫

 

大

澤

岳

太

郎

教

授

別

荘

 
 

闡

玄

せ

ん

げ

ん

荘

跡

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

、

付

図

・

 

５

写

真

参

照

）

 

 
 

布

佐

八

景

の

一

つ

「

竹

岱

秋

月

」

の

地

。

 

利

根

川

を

眼

下

に

す

る

高

台

に

あ

り

ま

す

。

 

「

竹

岱

秋

月

」

の

竹

は

こ

の

地

の

竹

林

、

岱

は

高

台

の

こ

と

で

す

。

利

根

川

は

こ

こ

布

川

・

布

佐

間

の

狭

窄

部

に
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来

て

急

流

と

な

り

、

渦

を

捲

き

ま

し

た

。

 

秋

は

正

に

粛

々

と

深

ま

り

夜

し

ん

し

ん

、

松

葉

は

玉

色

に

光

る

。

尽

き

る

事

の

無

い

自

然

の

美

し

さ

、

ひ

れ

伏

す

想

い

が

す

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

 

こ

の

地

に

東

京

帝

大

医

科

大

学

解

剖

学

大

澤

岳

太

郎

教

授

（

明

治

三

十

三

～

大

正

九

）

の

別

荘

が

あ

り

ま

し

た

。

大

澤

の

孫

に

当

る

大

澤

お

お

さ

わ

於

莬

お

っ

と

-

氏

に

よ

る

と

、

祖

父

は

ド

イ

ツ

か

ら

来

た

ユ

リ

ア

夫

人

の

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

望

郷

の

た

め

こ

の

土

地

を

選

ん

だ

と

い

い

ま

す

。

今

も

、

小

貝

川

と

の

合

流

地

点

と

筑

波

山

を

望

む

風

景

は

利

根

川

沿

い

の

景

勝

地

で

す

。

夫

人

は

昭

和

十

六

年

に

こ

の

地

で

亡

く

な

り

ま

し

た

。

榎

本

邸

と

同

じ

よ

う

に

池

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 

⑬

 

道

祖

神

前

古

墳

（

消

滅

）

と

斎

藤

邸

の

欅

木

 
 

 

３

５

６

道

に

緑

の

ト

ン

ネ

ル

を

作

る

ケ

ヤ

キ

防

風

林

の

う

ち

１

本

は

保

全

樹

木

で

す

。

 

 

⑭

 

布

佐

一

里

塚

 

当

一

里

塚

は

成

田

街

道

沿

い

北

側

に

あ

り

ま

し

た

が

、

昭

和

三

十

年

代

の

国

道

工

事

で

破

壊

さ

れ

、

今

は

国

道

(

布

佐

消

防

署

)

脇

に

石

碑

の

み

が

残

さ

れ

て

い

ま

す

。

か

っ

て

は

東

我

孫

子

の

向

原

一

里

塚

や

中

里

一

里

塚

の

よ

う

に

榎

の

大

樹

と

多

く

の

樹

木

が

あ

り

ま

し

た

。

 

街

道

沿

い

に

そ

ん

な

風

景

が

残

っ

て

い

た

ら

ど

ん

な

に

素

晴

ら

し

い

こ

と

で

し

ょ

う

。

 
 
 

当

初

の

水

戸

街

道

は

、

当

時

布

佐

と

布

川

が

地

続

き

で

し

た

の

で

、

こ

の

付

近

か

ら

布

川

（

利

根

町

中

田

切

）

に

向

か

っ

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

 

 

⑮

 

余

間

戸

公

園

と

布

佐

平

和

台

 
 

 
 

 
 

 

布

佐

平

和

台

の

布

佐

余

間

戸

遺

跡

・

古

墳

は

、

周

辺

が

縄

文

草

創

期

の

包

含

地

で

、

古

墳

（

鬼

高

）

時

代

に

集

落

で

も

あ

り

ま

し

た

。

 

布

佐

平

和

台

住

宅

地

は

、

昭

和

五

十

二

年

に

快

適

な

住

環

境

を

目

指

す

建

築

協

定

に

基

い

て

造

ら

れ

ま

し

た

。

自

治

会

は

、

主

体

的

な

緑

地

協

定

を

定

め

、

街

並

の

緑

化

に

努

め

て

い

ま

す

。

そ

の

緑

豊

な

潤

い

あ

る

景

観

が

評

価

さ

れ

、

第

一

回

景

観

奨

励

賞

、

平

成

十

八

年

に

は

国

土

交

通

省

第

二

回

住

ま

い

の

ま

ち

な

み

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

 

 

篠

の

越

路

 

（

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 
 

 
 

 

大

き

な

樹

林

に

覆

わ

れ

る

小

路

と

村

里

の

原

風

景

が

創

る

素

晴

ら

し

い

空

間

が

広

が

る

散

策

路

で

す

。

 

 

⑰

 

江

戸

風

の

井

上

邸

 
 

（

第

三

回

景

観

賞

受

賞

・

景

観

ス

ケ

ッ

チ

参

照

）

 

 

平

成

二

十

年

元

旦

の

広

報

「

あ

び

こ

」

は

、

井

上

家

住

宅

が

登

録

有

形

文

化

財

に

「

国

の

文

化

審

議

会

が

文

部

科

学

大

臣

に

答

申

」

と

報

じ

ま

し

た

。

 

江

戸

時

代

の

歴

史

的

景

観

を

現

在

に

保

つ

井

上

家

は

、

四

代

目

徳

栄

＊

３

が

、

享

保

の

改

革

・

新

田

開

発

奨

励

で

井

澤

弥

惣

兵

衛

ら

と

共

に

、

手

賀

沼

新

田

開

発

に

江

戸

尾

張

の

商

家

を

た

た

ん

で

参

加

し

ま

し

た

。

彼

は

、

相

島

新

田

を

拓

い

た

農

業

第

一

線

の

指

導

者

で

、

当

家

は

代

々

の

名

主

で

す

。

 

邸

宅

前

に

は

昭

和

初

期

、

十

二

代

の

井

上

二

郎

氏

の

顕

彰

碑

（

開

発

済

世

の

碑

）

が

建

っ

て

い

ま

す

。

彼

は

明

治

三

十

三

年

東

京

帝

大

工

学

部

を

卒

業

し

、

水

道

、

電

力

な

ど

開

発

事

業
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に

貢

献

、

ま

た

レ

ン

ガ

造

り

の

水

門

を

日

本

各

地

に

造

り

ま

し

た

。

昭

和

の

手

賀

沼

開

拓

に

よ

る

耕

作

民

愛

護

・

郷

土

復

興

・

農

村

近

代

化

に

も

意

欲

を

燃

や

し

、

「

自

力

更

生

」

を

生

み

出

す

産

婆

役

を

果

し

て

顕

彰

さ

れ

た

も

の

で

す

。

 

 

⑱

 
 

浅

間

せ

ん

げ

ん

神

社

じ

ん

じ

ゃ 
 

 

浅

間

神

社

の

社

叢

は

ス

タ

ジ

イ

林

が

大

部

分

を

占

め

て

い

ま

す

が

、

タ

ブ

ノ

キ

優

占

林

分

と

ア

カ

ガ

シ

優

占

林

分

も

見

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

ら

の

林

分

は

面

積

が

小

さ

く

、

組

成

的

に

は

林

床

の

構

成

種

が

大

変

多

く

あ

り

ま

す

。

し

か

も

、

か

な

り

の

種

が

林

縁

性

の

低

木

あ

る

い

は

草

木

で

す

。

こ

れ

ら

の

樹

木

に

覆

わ

れ

た

静

寂

な

空

間

が

あ

り

ま

す

。

 

 

⑲

 

勢

至

前

遺

跡

 
 

 
 

縄

文

中

期

の

住

居

跡

２

軒

 

と

奈

良

・

平

安

時

代

（

七

～

九

世

紀

）

の

二

十

一

軒

居

住

跡

な

ど

の

包

含

地

で

す

。

 

 

⑳

 

成

山

邸

保

全

樹

木 

布

佐

台

バ

ス

停

南

側

に

大

木

の

樹

林

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

う

ち

の

ス

ダ

ジ

イ

、

ケ

ヤ

キ

数

本

が

保

全

樹

木

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 
 

  

（

３

）

 

参

考

解

説

 
 

 
 

 

 

付

図

 

・

５

写

真

の

頼

朝

の

松

は

、

大

作

谷

津

と

浅

間

谷

津

の

間

の

台

地

、

布

佐

台

幼

稚

園

の

近

く

に

あ

っ

た

、

「

千

歳

の

松

」

 

と

も

呼

ば

れ

た

松

の

古

木

で

す

。

 
 

頼

朝

が

伊

豆

を

逃

れ

て

房

総

の

地

に

入

り

、

こ

こ

を

通

っ

た

時

、

明

媚

な

松

の

袂

で

し

ば

し

旅

情

を

慰

め

た

処

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

そ

の

「

頼

朝

の

松

」

は

二

～

三

〇

年

前

に

枯

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

 
 

 

現

在

は

そ

の

地

に

新

堀

重

左

衛

門

が

再

建

し

た

嘉

永

四

年

（

1
8

5
1

）

の

氏

神

が

祀

ら

れ

、

赤

松

の

若

木

が

植

え

て

あ

り

ま

す

。

 

 

か

っ

て

の

我

孫

子

に

は

沢

山

の

松

の

木

が

あ

り

ま

し

た

。

昭

和

期

前

半

の

古

い

写

真

を

見

る

と

判

り

ま

す

。

 

「

松

島

重

右

衛

門

屋

敷

銅

版

画

」

の

背

景

に

も

沢

山

の

松

が

描

か

れ

て

い

ま

す

。
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